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1. 緒言 MOX燃料ペレット中のプルトニウムが偏在する部位（以下、「Puスポット」と称す）について、

αオートラジオグラフ法により取得した写真像から、Puスポット径の測定とプルトニウム濃度（以下、「Pu

濃度」と称す）の測定を行っている。これらの測定は、作業を熟知した作業者が手作業で実施しているた

め、測定者が限られるとともに測定には時間を要するなどの課題があった。このため、画像解析手法を適

用した自動測定技術の開発を進めている。既に報告した Pu スポットの最大径の自動測定 1）に次いで、Pu

濃度測定の自動測定のための画像解析手法を開発した。 

２．開発概要 Pu スポットは、αオートラジオグラフ法で取得した画像を基に、対象 Pu スポットの位置

及び形状を作業員が手作業で同定し、その情報を基に黒化度（白黒濃淡）を測定する。その後、同時に撮

影した標準試料の画像から、黒化度と濃度の検量線を算出し、この検量線と対象 Pu スポットの黒化度か

ら Puスポット濃度を評価している。今回の開発では、既に開発している画像解析ソフト 1)による Puスポ

ットの位置及び形状の同定機能に加え、それら情報を基に、対象 Pu スポットの黒化度測定、検量線の算

出、そして最終的に Pu スポット濃度評価を行うという一連の作業を、自動化するソフトウェアの開発を

行った。 

３．結果・考察 実際の MOX 燃料ペレットを対象に、従来の測定方法と今回開発した解析ソフトによる

測定方法により Pu濃度測定を行った。その結果、両者の測定結果に有意な差はなく、Puスポット濃度を

自動で測定できる画像解析手法を開発することが出来た。この開発手法を使用することにより、従来、熟

練者が 1 サンプルの測定に約 1 日を要していたものを、熟練者以外でも約 1 時間で測定を完了させること

が可能となった。 

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

〔標準試料写真一例〕 
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